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技術面と教育面からみた遠隔講義に関する研究　
















本論文では、 第 2 章に教育から見た動画配信を用いた遠隔講義について述べ、第 3 章で動画配信に用いら
れる技術について記述する。次の第 4 章で、2005 年 1 月現在までの状況で、小規模な設備とある程度の技術








































































































































Streaming に用いられるトランスポートレイヤのプロトコルは、User Datagram Protocol (UDP) をデフォ
















































































ライド連携型遠隔/VOD 講義支援ツール9（以降講義自動収録システム）も SMIL と Visual Basic Script を用
いて、同様の連携データを自動生成する。このシステムを利用することで、講義収録当日に Web に VOD とし
て公開できるようになった。






































こる。有線 LAN での安定した配信ができたので、次に無線 LAN を使用しての配信を行った。
無線の場合は室内の場所によって通信が不安定な場所もある。配信中に通信が途切れることは避けなければ
ならないので、無線 LAN を利用して配信する場合は、電波状況のよい場所を確保しなければならない。安定

























同一 LAN 内であれば 100Mbps での伝送が一般的に普及している。そこで、デジタルビデオ（DV)カメラの






この DV伝送には 30Mbps の帯域が必要であるが、受信したその映像をプロジェクタで投影し音声をスピー
カから実際に出力してみると、実験結果は良好であり、板書した文字やスライドの細かい文字までも鮮明に映
し出すことができた。




























































































































































一般的にはプライベート IP アドレスを取得して繋ぐ事になる場合が多いので、視聴者は LAN の外からの接
続できない。そこで、収録施設から配信サーバへデータを送ることになる。実際にはサーバとエンコーダはお
互い通信しながら配信作業をする。この時にインターネット側から見えるエンコーダの IP アドレスを確認
し、エンコーダに Listen Address の設定をしなければ通信が成立しない場合がある。そこで、Listen 


















家庭の送受信共に最大 100Mbps のサービスで 2回計測して下り平均 19Mbps上り平均 2.5Mbps の結果がで
た。また移動体通信の場合、受信最大 384Kbps／送信最大 64Kbps の FOMAで 2回計測して平均 23.38Kbps

















て複数のビットレートでエンコードして提供する。リアルタイム配信においては、1 つの Stream で複数の速






































◆WISE29(Web-based Inquiry Science Environment) 
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